
自
然
述
内
を
所
依
ご
し
て
、
比
れ
に
封
す
る
棲
教
を
破
す

る
な
り
。
所
頴
の
如
〈
、
建
門
の
敢
じ
依
て
理
具
の
賞
相

を
明
す
、
此
れ
自
然
数
理
の
ニ
方
面
に
分
る
る
な
り
o
迩

化
の
理
談
は
控
門
の
十
如
賓
相
の
文
に
依

τ、
彼
の
三
千

の
法
相
は
、
十
界
互
具
を
以
て
其
詮
ご
す
る
な
れ
共
、
其

の
十
界
瓦
具
は
、
必
ず
十
如
仁
依
て
起
る
故
品
。
吾
組
彼

の
理
観
を
示
す
に
十
如
ご
共
に
欲
令
・
衆
生
開
悌
智
見
の
文

を
皐
げ
給
ふ
は
、
唯
・
衆
生
心
具
の
旨
を
嬬
は
さ
ん
が
錦
・
品

宵
相
の
理
は
巳
じ
十
如
に
依

τ．
撤
は
る
ご
雌
も
、
之
れ
を

惟
悌
陀
智
見
の
境
に
託
す
る
の
み
に
し

τ、
衆
生
の
解
仁

約
す
る
に
非
ら
ず
、
庚
聞
に
至
り
偽
欲
ム
ザ
衆
生
開
悌
智
見

ご
説
く
じ
及
ひ
、
衆
生
始
め
て
心
具
の
旨
を
領
す
る
品
。

之
れ
を
以
て
質
相
を
頴
設
す
る
事
は
、
十
如
の
妙
境
に
如

〈
は
無
し
、
心
具
分
間
な
る
事
は
開
偽
智
見
の
文
仁
如
く

は
無
し
ご
知
る
ぺ
き
な
L

リ
、
究
に
理
を
一
五
は
v
h

理
具
の
三

千
則
も
共
の
一
念
は
、
凡
夫
の
根
塵
相
掛
介
爾
牛
誠
の
一

念
を
一
五
ひ
、
買
に
事
相
微
細
也
ど
雄
も
、
理
性
仁
三
千
の

諸
法
を
具
し
て
快
減
無
し
、
而
し
て
宗
組
は
此
の
教
理
を

以
で
般
若
浬
繋
の
三
時
数
花
肢
の
五
教
十
宗
国
高
一
一
員
の
十
住

心
論
等
・
ぞ
破
す
る
な
り
、
殊
に
花
践
の
別
敬
一
乗
岡
敬
一

乗
等
の
立
方
を
破
す
る
・
也
。
ー
ハ
以
下
次
務
）
i

〔 ~fiJ

論
妙
法
五
字
奥
三
大
秘
法
関
係

藤

光

E竪

回

－

圃

天

、

総

論

宗
教
ー
と
は
宇
宙
の
神
秘
を
聞
出
し
て
、
専
ら
人
心
の
奥

底
を
支
配
す
る
も
の
に
し
て
、
異
仁
凶
家
粍
倫
の
根
本
、

世
界
文
明
の
源
泉
ど
も
稽
す
べ
き
も
の
是
品
。

而
し
て
諸
宗
教
中
三
千
宥
鈴
年
背
、
南
方
亜
細
亜
中
印

度
仁
降
誕
せ
ら
れ
た
る
、
大
型
搾
迦
牟
尼
の
問
主
給
へ
る

悌
教
は
、
内
に
入
高
四
干
の
法
門
を
合
し
、
外
に
衆
生
救

携
の
力
を
有
す
る
、
最
勝
無
ニ
の
宗
教
品
。

一
言
仁
悌
教
と
稀
す
る
も
、
敷
山
ポ
多
種
、
所
国
的
小
大
偏

闘
顕
密
樺
質
本
逃
等
の
別
あ
り
と
雄
も
、
質
仁
一
悌
散
の
真

髄
を
説
け
る
も
の
は
唯
一
乗
の
み
あ
り
て
、
こ
も
無
〈
亦

三
も
無
主
・
也
。

五
綱
判
教
に
依
て
、

一
代
理
教
の
滞
深
を
閉
め
、
滅
後



の
諸
宗
の
勝
劣
を
判
じ
、
以
て
撲
揮
せ
ら
れ
た
る
悌
殺
の

異
髄
、
唯
一
絶
封
の
宗
国
日
ご
は
何
す
、
則
も
法
華
経
本
門

書
量
品
の
肝
心
た
る
、
妙
法
五
字
こ
そ
是
れ
正
し
く
末
法

常
今
本
因
下
種
の
宗
国
日
な
れ
。

今
末
法
じ
入
・
り
ぬ
れ
ば
僚
経
も
法
華
経
も
詮
・
あ
し
‘
但

南
無
妙
法
蓮
華
ド
経
守
る
ぺ
し
。
（
縮
遺
一
七
一
七
都
）

妙
法
五
字
は
、
買
に
本
宗
教
門
の
極
致
に
し
て
、
叉
観
門

の
幅
一
要
也
。
而
し
て
此
五
字
を
行
門
（
妙
解
は
五
綱
ゾ
に

約
し
て
開
立
せ
ら
れ
た
る
も
の
則
も
三
大
秘
法
争
り
ご
す

故
仁
三
犬
秘
法
三
百
ふ
も
、
妙
法
五
字
ご
帯
す
る
も
、
共

法
の
本
館
仁
於
て
は
異
る
ニ
ご
無
し
。
但
港
周
削
の
相
違
あ

る
の
み
。

三
大
路
法
ど
は
、
別
も
本
門
の
本
命
、
本
門
の
題
目
、

本
門
の
戒
慎
是
弘
。
此
三
秘
各
本
門
の
語
を
冠
す
る
所
以

は
、
一
往
は
越
円
仁
探
ぷ
が
矯
め
也
さ
雄
も
、
再
往
之
を

論
ず
れ
ば
、
塔
中
別
付
、
上
行
所
博
の
大
法
の
深
勝
争
る

を
顕
し
給
ム
・
也
。
常
に
知
る
べ
し
、
五
口
組
所
弘
の
三
砲
は

待
封
す
べ
き
な
く
、
絶
封
不
思
議
の
三
秘
品
。
五
保
仁
未

r一
曾
て
、
か
、
る
法
門
無
し
、
故
に
秘
法
と
云
ひ
、
三
即

一
歩
る
が
故
仁
秘
法
ご
云
ふ
品
。

此
の
三
大
秘
法
は
本
偽
久
静
の
妙
法
、
書
量
観
心
の
大

敢
に
し
て
正
像
末
弘
の
正
法
、
本
化
猫
創
の
妙
設
品
。
是

れ
正
し
く
、
本
宗
行
問
の
三
大
要
素
也
。

故
に
此
三
大
秘
法
は
、
宗
皐
上
重
要
の
地
位
を
占
む
る

も
の
に
し
て
、
賓
じ
宗
旨
の
犬
綱
領
一
を
争
す
も
の
畠
。
妙

乗
の
早
人
、
最
も
精
研
せ
ず
ん
ば
あ
る
ぺ
か
ら
ず
。
乃
も

吾
人
不
宵
を
顧
み
ず
妙
法
五
中
と
三
犬
秘
法
ご
の
関
係
を

論
究
せ
ん
ご
す
る
所
以
也
。

本
論
に
於
け
る
、
先
づ
妙
法
王
字
の
法
慢
を
明
し
、
次

仁
進
ん
で
三
秘
の
形
顔
、
及
時
相
に
及
ぶ
。
形
顔
の
章
下

に
在
℃
は
、
『
報
恩
抄
』
所
胤
の
三
和
に
依
つ

τ、
横
に

約
し
て
三
砲
を
論
じ
、
惜
相
の
章
下
に
於
℃
は
「
一
二
秘
抄
一

所
設
の
三
大
秘
法
仁
就
て
、
竪
仁
約
し
て
之
を
究
め
ん
ご

す
る
・
品
。
次
に
末
法
の
機
根
の
章
仁
於
て
は
‘
綿
じ
て
滅

後
の
三
時
、
別
し
て
は
末
訟
の
機
根
ご
得
盆
の
殺
を
一
不
す

次
は
妙
法
五
字
ご
三
秘
ご
の
交
捗
を
設
さ
、
倫
進
ん
で
は

機
根
ご
五
字
及
び
三
秘
を
遮
ぺ

τ、
最
後
妙
法
五
字
仁
師

着
す
る
の
旨
を
明
す
る
も
の
・
也
。

('.!/] 



政
会
一
五
ク
「
設
ヒ
暗
ロ
一
代
艇
↓
如
三
文
殊
等
イ
不
u
o
h

誠ド

ス
J
1
テ

コ

以
立
法
華
，
文
文
↓
結
中
題
目
ノ
五
字
h

不
レ
足
レ
錦
二
末
法
弘

通
之
師
叶
実
『
草
山
集
」
『
削
」
一
寸
序
九
丁
引
之
」

－

昌

地

、

本

論
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ワ

第
一
章
妙
法
五
字
の
法
開

第
一
節
題
目
吉
一
部

五
支
具
足
妙
法
蓮
華
経
の
五
宇
は
、
是
れ
法
華
経
の
真

髄
、
本
地
甚
深
の
奥
臓
也
。

題
目
は
線
に
し
て
、
一
宇
は
別
也
。
叉
題
目
は
所
顕
仁
し

て
、
一
部
は
能
頴
品
。
能
額
は
別
文
は
能
く
総
要
を
期
す

正
雄
も
、
別
文
自
ら
限
量
あ
り
、
総
要
の
妙
法
は
別
文
の

一
部
に
依
て
頴
る
、
三
」
離
も
、
所
顕
の
京
理
は
無
窮
・
品
。

凡
そ
入
高
挟
臓
の
康
き
も
一
部
入
港
の
多
き
も
只
是
れ

五
宇
を
設
か
ん
が
錦
畠
。
霊
山
の
雲
の
上
鷲
峰
の
霞
の
中

仁
稗
掌
要
を
結
び
、
地
漏
付
購
を
得
る
こ
ご
あ
L

リ
し
も
法

憶
は
何
事
手
只
在
一
一
此
要
法
－
（
縮
這
五
七
七
部
）

苫
れ
ば
日
月
燈
明
悌
は
六
十
小
劫
此
妙
致
を
設
さ
序
回
聞

大
通
偽
は
、
是
れ
を
く
説
乙
ご
入
千
劫
畠
。
（
化
域
喰
口
叩
）

A
1
h
官
出
世
の
蒋
持
は
「
書
量
口
叩
』
に
於
て
共
正
宗
を
嬬
設

し
夏
じ
滅
後
末
法
流
通
の
錦
め
、
「
紳
力
口
聞
』
に
至
り
、
四

句
の
要
法
に
結
ん
で
、
上
行
等
仁
付
噛
潤
し
て
宣
は
〈

若
シ
我
レ
以
立
是
ノ
紳
力
↓
於
ヨ
無
量
無
遁
百
千
高
億
阿
信

抵
劫
一
一
錦
U

暢
累
－
故
－
一
説
日
＝
此
経
ノ
功
徳
↓
猶
不
レ
能
レ
壷
ス
守

ご
以
て
知
る
ぺ
し
、
所
販
の
総
要
に
無
蓬
の
功
徳
を
合

有
す
る
こ
ど
を
。
故
に
徳
用
の
謹
に
約
す
る
時
は
妙
法
五

宇
ご
法
華
経
一
部
仁
勝
劣
ゐ
る
べ
し
。

然
れ
ざ
も
法
の
本
開
仁
約
す
る
時
は
、
ニ
者
全
〈
異
な

ら
ず
。
総
は
別
を
総
し
、
別
は
総
を
別
す
れ
ば
、
唯
一
鱒

な
る
ぺ
き
・
品
。

悌
智
の
及
ば
ぬ
ニ
ご
何
か
あ
る
べ
き
、
さ
れ
ざ
も
法
撃

の
題
名
受
持
の
功
徳
ば
か
b
は
是
を
知
ら
宇
と
官
一
た
り

法
華
一
部
の
功
徳
は
只
林
法
等
の
五
字
の
内
に
龍
れ
り

一
部
入
港
廿
入
品
交
文
と
ご
仁
生
起
か
は
れ
ざ
も
‘
首

題
の
五
宇
は
同
等
也
。
（
締
法
－
a七
九
部
〉

総
別
徳
用
に
は
勝
劣
あ
れ
ざ
も
、
法
慨
に
就
て
は
無
別

な
る
こ
ど
明
け
し
。
而
し
て
末
法
嘗
今
の
衆
生
は
、
就
れ

仁
依
る
べ
き
欺
と
一
五
ふ
に
、

〔2広〕



一
部
入
容
廿
入
品
を
受
持
し
、
議
議
し
、
随
喜
護
持
す

る
は
庚
畠
方
便
品
書
長
品
等
を
受
持
し
等
す
る
は
略
也

但
一
問
句
偏
乃
至
題
同
計
り
ど
な

5
る
者
を
、
護
持
す

る
は
要
・
品
。
〈
締
法
菩
八
六
〉

而
し
て
吾
組
立
宗
の
生
命
は
、
賞
に
康
略
の
法
華
に
非

ず
し
て
、
要
中
の
肝
要
た
る
妙
法
五
字
に
在
る
・
品
。

日
蓮
は
庚
略
を
捨
て
冶
肝
要
を
好
む
、
所
前
上
行
所
侍

妙
法
蓮
華
経
の
五
宇
品
。
ハ
締
法
一

O
回
二
）

此
等
の
姐
文
仁
依
り
℃
示
施
の
御
本
意
を
窺
ふ
に
、
・
本
・

ネ
の
正
意
は
一
部
じ
非
A
V

し

τ、
紗
法
五
字
の
題

H
ι
在

る
こ
と
明
り
し
。第

二
節
付
幅
閣
の
起
査

教
主
稗
曾
在
世
化
導
の
大
事
銃
に
終
局
を
告
げ
、
滅
後

の
矯
め
に
像
法
の
利
機
じ
費
し
て
は
、
一
部
を
取
て
、
通

じ
て
越
化
薬
王
等
に
付
蝿
し
給
ひ
、
末
法
の
鈍
根
に
劃
し

て
は
、
殊
更
に
共
弘
通
に
堪
ふ
べ
き
本
化
上
行
等
に
結
要

五
字
の
妙
法
主
以
て
、
別
し
て
付
蝿
し
給
ム
。
某
別
付
鴎

の
儀
相
を
云
は
ば
、
賓
塔
品
じ
事
起
・
り
、
書
泣
一
日
間
仁
事
漏

れ
一
脚
力
蝿
累
仁
事
－
克
る
山
由
。

即
も
「
賓
塔
品
」
に
事
起
る
ご
は
、
唯
能
於
此
裟
婆
閥
土

磨
、
一
説
妙
法
華
経
悌
欲
以
此
妙
法
華
経
材
購
有
在
の
文
仁
依

り
て
、
事
起
る
山
由
。

『
申
書
量
品
』
に
事
踊
る
ご
は
、
依
諸
経
方
求
好
薬
草
色

好
美
味
皆
委
具
足
時
蹄
飾
和
合
奥
子
令
服
乃
歪
是
好
良
薬
今

留
在
此
の
文
中
か
る
べ
し
。
是
れ
即
ち
五
支
具
足
の
妙
法
に

し
て
、
正
し
く
末
法
弘
通
の
法
位
、
本
化
所
腸
の
大
法
品
。

「
刑
力
』
「
麗
累
』
に
事
－
覚
る
で
云
ふ
は
、
議
量
口
問
所

頴
の
か
法
を
結
要
し

τ、
本
化
上
行
等
仁
別
付
蝿
し
給
ム

は
、
是
れ
脚
力
um
仁
し
て
、
爾
時
悌
品
守
口
上
行
等
菩
薩
大
衆

乃
至
宣
示
頴
設
の
文
に
依
っ
て
明
か
争
り
。
其
別
付
蝿
克

っ
て
一
脅
の
大
衆
じ
総
付
暢
’
d
7

』
歩
し
給
ふ
、
是
れ
鴫
累
口
叩

仁
し
て
、
爾
時
緯
迦
牟
厄
hm従
法
一
陣
一
起
乃
ギ
一
付
鴎
汝
等
の

文
に
依
っ
て
瞭
々
た
ち
。

之
を
要
す
る
に
、
本
悌
が
本
化
に
卦
し
、
殊
に
末
法
我

等
の
鋳
め
に
、
正
し
く
は
要
の
題
局
、
乗
ね
て
は
法
華
経

一
部
を
付
属
し
給
ひ
た
る
’
』
と
は
、
即
も
棋
言
す
れ
ば
付

慌
の
起
議
は
、
前
に
も
翠
げ
た
る
如
〈
、
賓
培
品
の
時
事

起
り
、
当
河
川
良
H

聞
の
時
事
頴
れ
、
神
力
眠
累
の
時
事
一
首
る
の

(2~l) 



一
言
に
し
て
足
れ
る
畠
。

第
三
節
三
時
の
異
相

正
像
末
四
依
の
弘
経
、
本
化
さ
語
化
ご
内
鏡
に
於
て
は

同
致
な
り
さ
躍
も
、
外
用
に
於
て
は
小
大
構
賓
迩
本
等
各

々
異
れ
る
也
。
今
題
目
仁
於
り
る
亦
然
L

リ
、
悌
滅
後
三
時

の
弘
経
殆
ざ
賂
病
輿
薬
の
如
し
、

E
像
に
は
衆
生
の
心
病

未

r軽
き
が
故
仁
、
そ
の
法
楽
も
小
構
諮
等
の
軽
義
仁
℃

足
れ
ら
さ
錐
も
、
末
訟
に
至
b
て
は
、
衆
生
の
心
病
甚

r

重
き
が
故
に
、
本
門
の
大
良
築
た
る
妙
法
五
字
に
非
す
ん

ば
、
之
を
治
す
る
こ
ど
能
は
ず
。

然
る
に
正
傑
の
中
ご
雄
も
、
龍
樹
、
天
親
、
夫
妻
、
侍

数
等
本
門
の
題
目
に
於
て
内
鑑
な
主
に
あ
ら
や
，
、
問
外
時

宜
仁
趨
は
ゴ
る
が
故
氏
、
専
ら
樺
誕
智
弘
む
、
其
題
目
仁

於
げ
る
、
但
経
の
名
ざ
し
て
取
援
ひ
た
る
が
如
し
。

天
豊
、
偽
数
の
如
き
は
、
盛
に
法
華
経
を
講
読
し
た
れ

ざ
も
、
唱
題
を
奨
め
す
、
但
自
行
仁
止
b
て
庚
く
化
他
じ

出
で
ず
、
然
る
に
吾
組
は
大
仁
前
代
に
異
る
畠
。
自
ら
之

を
行
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
庚
〈
他
じ
及
す
を
以
℃
一
宗
の

生
命
ご
せ
ら
れ
た
ら
。

題
目
者
有
ニ
意
所
謂
正
像
奥
末
法
畠
。
正
法
に
は
天

親
菩
薩
龍
樹
菩
醸
題
目
を
唱
へ
曲
、
。
せ
給
。
し
か
ぜ
も
、

自
行
ば
か
り
に
し
て
3
て
止
ぬ
、
像
訟
に
は
南
岳
天
肇

亦
題
目
計
・
り
南
無
妙
法
蓮
華
経
ご
唱
へ
給
ひ
て
、
自
行

の
錦
に
し
て
庚
く
他
の
矯
め
に
不
説
、
是
理
行
の
題
H

畠
。
入
末
法
今
日
蓮
が
所
謂
題
目
巽
前
代
一
旦
自
行
化
他

南
無
妙
法
蓮
華
経
也
。
名
耀
宗
用
裁
の
五
重
支
の
五
宇

品

。

ハ

縮

謹

二

O
五一一一）

此
御
文
仁
依
っ
て
、
正
像
末
三
時
の
題
目
相
巽
じ
ニ
義

あ
る
を
知
る
ぺ
し
。
一
は
自
他
の
遁
不
、
ニ
は
五
支
の
具
不

也
。
即
も
彼
は
自
行
内
鑑
の
義
ゐ
る
も
外
編
に
設
か
子
、

但
名
玄
ご
す
る
が
故
に
、
除
の
四
重
隠
る
、
，
蕗
あ
り
。
叉

他
の
矯
め
に
奨
め
ず
、
故
に
理
行
と
一
五
ふ
。
我
は
自
他
を

隔
て
子
、
そ
れ
の
み
な
ら
歩
、
持
団
慢
陰
る
、
，
所
な
し
．
故

仁
事
行
さ
云
ふ
也
。

〔；o〕

第
二
章

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

三
大
秘
法
の
形
顔

本
門
の
本
尊

総
論
に
於
て
一
言
せ
し
如
く
‘
本
章
下
に
在
ら
で
は
専

第
一
節



ら
『
報
恩
抄
』
に
依
り
で
共
外
面
の
形
顔
を
明
す
も
の
弘

共
内
容
及
深
秘
の
義
門
は
、
三
秘
陸
相
＠
章
下
仁
至
ち
て

詑
〈
慮
あ
る
ぺ
し
。

求
め
て
云
〈
其
形
顔
如
何
答
て
日
く
一
に
は
日
本

乃
至
漢
土
月
氏
一
閤
浮
提
一
同
仁
本
門
ゆ
教
主
罪
符
を

本
賞
と
す
べ
し
、
所
謁
賓
格
の
内
の
稗
迦
多
賓
外
の
諸

偶
並
に
上
行
等
の
四
菩
薩
脇
士
宮
争
る
べ
し
。

此
れ
即
も
本
門
の
木
曾
の
形
顔
中
が
る
べ
し
、
備
＃
、
形
顔

を
一
不
さ
れ
た
る
は
、

是
れ
会
〈
日
連
が
自
作
に
あ
ら
ず
、
多
賀
塔
中
大
牟

尼
世
性
分
身
の
諸
偽
摺
形
木
た
る
木
管
な
り
。

3
れ
は

背
題
の
五
字
は
中
央
に
か
、
s
h
リ
、
四
大
天
王
は
賓
塔
の

四
方
仁
賂
し
、
稗
九
迦
多
資
本
化
の
四
北
口
廃
肩
を
並
べ
、

普
賢
文
殊
等
合
利
弗
日
連
等
座
争
屈
し
、
日
天
月
天
第

六
天
の
魔
王
龍
王
阿
修
羅
算
、
外
不
動
愛
染
は
南
北
の
二

方
仁
陣
を
取
b
悪
逆
の
法
多
民
痴
の
龍
女
一
座
を
は
り

乃
至
総
じ
て
大
小
の
紳
抵
等
間
胞
の
榊
つ
ら
争
る
其
僚
の

用
の
紳
登
仁
漏
る
べ
き
や
等
云
云
。
ハ
縮
遺
一
六
二
五
）

等
の
純
文
に
依
ち
て
、
木
門
の
本
管
の
形
顔
窺

O
知
る
べ

き
な
ら
。

第
二
節
本
門
の
戒
壇

天
台
叡
山
の
戒
檀
は
、
迩
門
の
理
戒
争
・
9
0
是
れ
専
ら

理
観
に
基
く
が
故
な
b
、
然
る
仁
嘗
家
の
戒
檀
は
本
門
の

事
戒
な
り
、
是
れ
専
ら
事
観
に
基
く
が
故
な
h
y
c

今
末
法
に
於
て
は
建
長
五
年
四
月
廿
八
日
千
党
山
頂
、

立
散
開
宗
の
道
場
じ
始
り
、
己
来
宗
組
及
び
弟
子
檀
那
の

居
住
せ
ら
れ
た
る
庭
、
及
び
如
法
弘
通
の
道
場
は
茅
宇
草

堂
ご
雛
も
、
肢
に
是
れ
本
門
の
道
場
に
し
て
即
ち
是
れ
戒

砲
な
ら
。

「
紳
力
品
」
の
『
汝
等
於
如
来
滅
後
中
略
若
於
闘
中
若

於
林
中
乃
至
而
般
担
繋
」
等
ご
宣
へ
る
悌
意
の
所
在
知
る

べ
し
。

而
し
て
我
組
棲
神
の
援
閣
た
る
官
身
延
山
の
如
き
、
一

宗
授
戒
の
根
本
道
場
ご
し
て
、
大
擢
威
主
有
す
ぺ

3
も
の

争
り
。
（
智
会
の
戒
壇
義
必
見
）

第
三
節
水
門
の
題
目

本
門
の
題
目
の
形
顔
ご
は
如
何
な
る
も
の
守
、
即
も
繭

c; l〕



意’
f
窺
ふ
に
、

日
本
・
乃
語
漢
土
日
月
氏
一
関
浮
提
の
毎
人
有
有
無
抑
引
を
簡

ぱ
ず
一
同
仁
他
事
eT
厳
て
、
商
無
妙
法
違
務
総
ご
唱
ム
ベ

’

し

。

（

締

法

一

五

O
九）

棺
戒
等
の
五
度
を
制
し
て
、
一
向
に
南
無
妙
法
遠
権
経

と
蒋
せ
ム
ザ
む
中
界
是
れ
即
も
此
粧
の
本
意
な
り
。

（
全
一
五
四
O〉

A
1
末
法
に
入
れ
ぬ
れ
ば
、
僚
経
も
法
協
r

経
も
詮
す
し
但

南
無
妙
法
蓮
華
経
守
る
ぺ
し
。
（
全
一
七
一
七
）

此
等
の
姐
丈
に
依
っ
て
案
ず
る
仁
、
末
法
嘗
今
の
衆
生

は
、
有
智
も
無
智
ち
、
賢
愚
共
仁
唱
題
を
の
み
致
す
ぺ
主

な
り
。
是
れ
即
も
本
問
題
目
の
形
顔
な
る
ぺ
し
。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

三
大
秘
法
の
鰹
相

第
一
節
本
門
の
本
骨
骨

蛍
家
信
仰
の
曹
境
、
諸
曾
統
総
の
標
的
仁
し
て
、
即
も

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
是
争
り
。

其
法
睡
た
る
や
、
人
に
約
す
れ
ば
、
題
目
の
名
に
依
っ

て
制
さ
れ
た
る
無
作
三
身
、
久
遠
質
成
教
主
蒋
曾
を
中
心

第
三
章

ご
し
て
、
十
界
勤
誌
の
大
日
立
茶
羅
杏
り
。
法
に
約
す
れ
ば

天
地
の
心
理
、
高
教
の
総
要
、
一
部
の
都
名
た
る
、
無
作

の
闘
理
、
久
遠
の
本
法
、
今
番
の
妙
法
を
総
要
ご
し
℃
十

持
動
請
の
大
量
茶
羅
是
れ
な
り
。

更
に
要
を
以
℃
之
を
言
は
刊
誌
、
本
訟
の
名
を
以
で
穎
H
い

た
る
唯
一
本
悌
即
も
是
れ
本
牲
の
正
樫
な
り
。

而
し
て
本
門
の
本
牲
の
相
は
、
如
何
に
と
云
ふ
に
、

書
量
品
所
建
立
本
命
五
百
随
一
点
劫
常
初
以
来
此
土
有
縁

深
厚
本
有
無
作
三
身
教
主
将
牢
是
な
り
。

此
の
外
本
管
の
相
主
一
不
す
の
組
文
繁
多
杏
れ
ざ
も
、
今
は

略
す
。我

等
衆
生
が
『
一
心
欲
見
偽
不
自
惜
身
命
』
の
信
念
を

以
て
此
の
本
曾
に
劃
す
る
時
、
安
に
初
め
て
十
方
法
界
全

以
て
身
開
ご
な
し
、
心
性
を
以
て
相
好
ご
な
す
、
妙
盟
諸
稗

愈
は
我
等
か
血
肉
、
悶
呆
の
功
徳
は
骨
髄
仁
あ
ら
ず
乎
ご

云
ふ
、
不
可
思
議
境
じ
到
る
申
す
り
。
此
の
境
地
仁
到
・
り
て

始
め
て
妙
法
五
宇
の
光
明
じ
照
ら
3
れ
て
、
本
有
の
骨
形

芝
な
り
、
書
量
の
常
睡
蓮
華
の
悌
ご
も
な
る
な
り
。

故
仁
九
界
も
無
始
の
、
悌
界
一
い
具
し
、
梯
界
も
無
始
の

[12) 



九
界
に
具
す
。
故
仁
一
悌
仁
蹄
依
す
る
に
、
即
も
自
身
・
あ
る

ぺ
き
な
り
。
営
位
則
妙
・
申
か
れ
ば
、
本
位
を
改
め
ず
し
て
‘

肉
身
、
の
ま
、
本
有
無
作
の
三
身
畠
ご
云
ふ
の
境
地
は
信
得

す
ベ
〈
識
得
す
べ
か
ら
ぎ
る
の
境
界
な
A
リ
0

叉
五
百
塵
点

の
常
初
、
唯
我
一
人
の
稗
脅
さ
は
我
等
凡
夫
是
な
b
ど
は

本
門
の
従
果
、
向
困
の
法
義
に
し
て
、
吾
人
を
し
て
否
我

等
衆
生
を
し
て
、
か
、
泊
る
境
界
を
観
壱
し
む
る
は
之
れ
則

も
本
門
の
本
電
の
徳
用
の
探
勝
な
る
仁
依
る
も
の
な
b
o

ー
ー
ハ
以
下
実
務
」

i
i

秘
書
中
に
顕
れ
た
る
嬬
折
二
門
義
門
分
別

藤

田

恵

暁

、

通

小

坂

田

龍

致

、

記

若
し
夫
れ
人
の
偽
殺
を
皐
び
、
世
に
弘
め
以
て
衆
生
を

救
済
せ
ん
ぎ
争
ら
ば
、
須
〈
弘
経
の
方
法
た
る
二
円
を
明

仁
す
る
を
要
す
。
ニ
門
に
明
か
争
ら
ざ
れ
ば
弘
経
の
方
を

失
す
可
し
。
何
と
な
れ
ば
二
門
は
上
蒋
愈
よ
り
吾
等
末
輩

記
至
る
迄
遵
守
す
可
主
規
範
な
れ
ば
奇
b
o

今
一
般
の
解
蒋
じ
於
け
る
二
一
門
の
名
義
、
及
び
典
捜
等

は
略
し
予
は
唯
組
書
中
仁
踊
れ
た
る
、
二
円
義
門
分
別
の

一
端
を
次
下
に
遮
ぺ
ん
ど
す
。

て
組
書
中
に
於
げ
る
こ
門
州
内
線
の
主
剣
a
暗
示
す

宗
粗
大
上
人
御
遺
文
中
に
は
、
二
円
判
轄
の
書
多
し
ご

錐
も
、
開
目
品
貯
金
以
て
主
判
ご
な
す
P

然
る
所
以
の
も
の

は
固
ご
是
れ
ニ
門
は
、
大
経
ご
法
華
経
さ
の
影
互
相
成
じ

よ
り
で
あ
れ
る
法
問
に
し

τ、
天
轟
大
師
是
を
蒋
し
置
か

れ
た
り
。
依

τ宗
組
は
本
捗
仁
於
℃
止
観
文
旬
、
及
び
疏

等
を
具
引
し
て
、
一
般
の
咽
砕
を
試
み
后
更
に
約
国
約
時
約

機
の
判
以
て
一
大
断
案
を
下
し
給
へ
り
。
此
れ
本
紗
を
主

判
ご
争
し
、
他
書
を
従
判
ご
錦
す
所
以
争
・
9
0
故
じ
今
本

抄
の
義
門
を
具
引
し
、
他
書
は
是
れ
を
基
礎
と
し
て
判
蒋

す
可
し
。関

白
抄
ハ
八
一
二
頁
）
に
日
〈
『
夫
れ
揺
受
折
伏
ご
申
す

法
門
は
水
火
の
知
し
、
火
は
水
を
厭
ム
、
水
は
火
を
悪

む
、
播
受
の
者
は
折
伏
を
笑
ふ
、
折
伏
の
者
は
揺
受
を

か
歩
し
む
』

ご
是
れ
橋
折
二
門
の
異
目
を
表
示
せ
ら
れ
し
な

b
o

次
に
又

(33〕


